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日 曜 予  定 時間 

６ 月 公民館運営審議委員会 19：00～ 

１１ 土 松木坂井夏まつり   

１１ 土 祝日（山の日）休館日  

１２ 日 大好き泉川   8:00～ 

１３ 月 連合自治会専門部会 19：00～ 

１４ 火 瀬戸・寿夏まつり  

１４ 火 お盆休館日  

１５ 水 光明寺夏まつり  

１５ 水 お盆休館日  

１７ 金 健康づくりウォーキング 10：00～ 

１９ 日 星原市 ２０１８ 9：00～ 

２２ 水 公民館職員研修会 1３：00～ 

２６ 日 連合自治会役員会 19：00～ 

 

行 事 予 定 

   

 

 

                                 

 

 

第３５回 星原市 ２０１８ 

日時：平成３０年８月１９日(日)   ９：００～１３：３０ 

場所：星の宮神社 子ども広場  ※雨天時は泉川公民館にて実施 

《タイムスケジュール》 

 9:00～ 神事 

 9:30～ 開会あいさつ 

 9:40～ 商業生吹奏楽演奏 

10:00～ すもう大会 

11:00～ ○×ゲーム大会 

11:20～ SOS捜索体験 

11:40～ スイカ割り 

12:10～ ショータイム 

13:00～ もちなげ 

13:30～ 終了 

《バザー》 

 フランクフルト、ジュース、焼き鳥、ヨーヨー 

射的、かき氷(無料)、わたがし(無料) 

 ＡＩ-２、麦棒、遊休品バザー など 

（バザー商品は変更になることがあります。） 

 ※遊休品バザーをご利用の方は持ち帰り用の袋 

  をご持参ください。 

   

※すもう大会参加
者は９：３０ま
でに土俵前集合 

泉川支部社協からのお願い 遊休品大募集！！ 

 
 

 

 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町１２－３４ ☎ 41-6463 

 泉川校区の人口 

（Ｈ３０年３月末現在） 

世帯数：  ５，８０３ 戸 

男 性：  ５，６２２ 人 

女 性：  ６，０５１ 人 

合 計：  １１，６７３ 人 

８月１９日に開催される星原市で、社会貢献活動事業の一環として、遊休品バザーを行います。 

ご家庭に眠っているまだ使えるものがありましたら８月１６日(木)までに公民館にお持ちくだ 

さい。ご協力をお願いいたします。 

 

大好き泉川っ子体験教室 

 
（８月は夏休み中なので体験教室もお休みです） 

 ※小学校 1～６年生の登録制です。 

登録申し込みは随時受け付けます。 

 

「工都新居浜市 

８０年の歩みから見えてくるもの」展 
内 容 市制施行８０年の歩みから見えてくる郷土新居浜市の魅力や積み上

げてきた財産、多くの先人が発信してきた貴重な心根などを写真や

図表、パネルを組み合わせて紹介する企画展 

日 時 ８月２１日（火）～３０日（木）９:３０～１６：３０ 

    休館日８月２７日（月） 最終日は１５：３０終了 

場 所 別子銅山記念図書館 多目的ホール 

入場料 無料 

主 催 「工都新居浜市８０年の歩みから見えてくるもの」展実行委員会 

問合せ 実行委員会事務局（0897）37-2113（一忠不動産内） 

 ふるさと塾 

『花木と野菜の上手な作り方』（園芸教室）開催 
７月２１日（土）高知市から武井道夫先生を迎えて、園芸教室を実施しま

した。参加者からは花・樹木・野菜等の植物全般にわたる質問があり、熱心

な学習会でした。酸・アルカリの土壌のこと、有機肥料・化学肥料のこと、

植物の育ち安い場所（日当たり状況）等専門的な知識も交え、終始和やかな

雰囲気で行われました。 

   

 

 

みんなさそって 

あそびに来てね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        

六
月
十
日
、
日
曜
日
、
朝
八
時
、
観
音
原
か
ら

郷
に
抜
け
る
「
郷
―
桧
の
端
線
」
沿
い
の
空
き
地

に
、
泉
川
中
学
校
の
生
徒
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
っ

て
き
た
。
地
域
の
人
た
ち
は
既
に
準
備
を
始
め
て

い
る
。 

今
日
は
、「
大
好
き
泉
川
の
日
」
だ
。
毎
月
第
二

日
曜
日
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
る
校
区

の
美
化
活
動
に
中
学
生
も
参
加
し
よ
う
と
、
去
年

の
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
だ
。 

今
回
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
を
入
れ
替
え
る
。

見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
の
土
の
山
。
栄
養
豊
富
で

に
お
い
も
強
烈
。
そ
の
山
か
ら
ス
コ
ッ
プ
で
プ
ラ

ン
タ
ー
に
土
を
入
れ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
運
ぶ
の
が

僕
た
ち
男
子
。
女
子
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
全
長
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
道
路
の
両
は
し
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
等
間
隔
に
並
べ
て
い
く
。
単
純
だ
が
、
体

力
的
に
き
つ
い
作
業
だ
。
そ
の
上
、
六
月
と
は
思

え
な
い
暑
さ
。
そ
れ
で
も
皆 

黙
々
と
。
で
は
な
く
、
友
達 

や
先
生
、
地
域
の
人
た
ち
と 

楽
し
く
話
し
な
が
ら
て
き
ぱ 

き
と
作
業
を
進
め
て
い
た
。 

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
全
部
で 

五
百
個
。
二
時
間
近
く
か
か 

っ
た
が
、
皆
笑
顔
だ
っ
た
。 

作
業
中
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら 

声
を
掛
け
ら
れ
た
。 

そ
ん
な
こ
と
を
急
に
言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
数
日
間
悩
ん
だ
。
野
球
も
勉

強
も
頑
張
ら
な
く
て
は
、
と
思
い
な
が
ら
も
、

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
弱
い
自
分
自
身
の
こ
と
。

野
球
を
続
け
て
い
き
た
い
、
将
来
、
警
察
官
に

な
り
た
い
、
と
い
う
夢
な
ど
、
書
き
始
め
た
ら

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
三
十
年
後
の
自
分
は
、
こ

の
手
紙
を
ど
ん
な
思
い
で
読
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
。
四
十
四
歳
に
な
っ
た
僕
が
読
ん
で
い
る

姿
を
想
像
す
る
と
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ

て
く
る
。 

そ
の
後
、
教
室
に
帰
る
と
記
念
の
冊
子
が
配

ら
れ
た
。
一
枚
一
枚
の
写
真
を
じ
っ
く
り
見
て

い
っ
た
。
生
き
生
き
と
笑
顔
で
生
活
し
て
い
る

先
輩
た
ち
の
姿
。
ど
の
写
真
か
ら
も
、
こ
の
学

校
が
好
き
だ
、
と 

い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
七
十
周
年
の
記
念
行
事
に
、
地
域
の
人
た

ち
や
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
が
、
何
十
人
と
集
ま

っ
て
く
れ
る
。
昔
も
今
も
、
泉
川
中
学
校
は
愛

さ
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
実
感
し
た
。 

僕
を
変
え
た
も
の
。
そ
れ
は
、
泉
川
中
学
校

が
好
き
だ
、
と
い
う
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
先

輩
た
ち
の
強
い
思
い
だ
。
僕
も
、
こ
の
学
校
で

生
活
し
て
い
た
証
を
残
し
た
い
。
こ
の
学
校
が

好
き
だ
、
そ
う
思
え
る
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
「
大
好 

き
泉
川
の
日
」
に
、
地 

域
の
人
た
ち
と
活
動
し 

て
い
き
た
い
と
思
う
。 

三
十
年
後
、
夢
を
実
現 

さ
せ
、
創
立
百
周
年
の 

記
念
行
事
に
、
卒
業
生 

の
一
人
と
し
て
参
加
し 

て
い
る
自
分
の
姿
を
想 

像
し
な
が
ら
…
…
。 

 

「
お
ー
で
か
い
の
、 

今
日
も
来
と
ん
か
。
」 

「
え
ら
い
の
。」 

「
ま
た
、
来
月
も
頼
む 

よ
。」 

今
回
で
僕
は
八
回
目 

の
参
加
に
な
る
。
部
活 

動
の
試
合
や
特
別
な
用 

事
が
な
い
限
り
欠
か
さ 

ず
参
加
す
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
こ
れ
ま
で
奉
仕 

作
業
な
ん
て
め
ん
ど
う 

く
さ
い
、
と
、
適
当
に 

手
を
抜
い
て
い
た
自
分
が
、
休
み
の
日
に
朝
早

く
、
自
主
的
に
参
加
す
る
な
ん
て
、
び
っ
く
り

す
る
変
わ
り
よ
う
だ
。 

僕
を
変
え
た
も
の
。
そ
れ
は
、
泉
川
中
学
校

七
十
年
の
歴
史
が
分
か
る
ビ
デ
オ
だ
。
昨
年
、

創
立
七
十
周
年
の
記
念
式
典
で
、
前
の
校
長
先

生
が
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
、
戦
後
の
何
も
な
い

時
代
、
学
校
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
な
い
中
か
ら
、

自
分
た
ち
の
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て
い

る
姿
。
大
き
な
石
を
運
び
出
し
、
土
を
な
ら
し

て
い
く
。
大
変
な
作
業
の
は
ず
な
の
に
、
表
情

が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
み
ん
な
笑
顔
だ
。

『
今
、
僕
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
泉
川
中
学
校

は
、
こ
う
や
っ
て
で
き
た
ん
だ
』
と
思
う
と
、

正
直
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

式
典
の
後
、
僕
は
学
年
の
代
表
と
し
て
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
た
。
全
校
生
徒
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
人
た
ち
や
卒
業
生
の
人
た
ち
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
土
を
か
け
て
い
く
の
は
、
と
て

も
緊
張
し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
身
は
、

生
徒
一
人
一
人
の
思
い
の
こ
も
っ
た
手
紙
。
土

を
か
け
な
が
ら
、
便
箋
と
封
筒
が
配
ら
れ
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

「
三
十
年
後
の
自
分
に
手
紙
を
書
こ
う
」 

 

泉
川
中
学
校 

三
年 

 

 

藤
田 

 

晃
多 

 
 『

大
好
き
泉
川
』 

 

新居浜市中学生弁論大会が７月１０日（火）に開催され、泉川中学校・藤田 晃多さんが

「大好き泉川」について地域の方と一緒に活動したことを発表しました。 

泉川校区の美化活動、中学生のボランティア活動が良く 

わかり大変すばらしいので、校区の皆様にもご覧いただき 

たく、今月号に掲載いたしました。 

  

（紙面の都合により部会報告は掲載していません） 

 

 

 

 

 

  


